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あ
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さ
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日
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工
業
大
学
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業
生

日
本
工
業
大
学
卒
業
生

日
本
工
業
大
学
卒
業
生

日
本
工
業
大
学
卒
業
生
のの のの
皆
様

皆
様

皆
様

皆
様
へへ へへ
 

   

本
年

二
月

十
三

日
に

、
第

４
回

工
友

会
岡

山
県

支
部

総
会

が
開

催
さ

れ
ま

し
た

事
を

ご
報

告
致

し
ま

す
。

 

開
催

場
所

は
建

部
町
「

サ
ン

タ
ケ

ベ
」
参

加
人

員
は

二
十

八
名

）
で

し
た

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
近

県
工

友
会

よ
り

山
口

支
部

二
名

、
大

阪
・
兵

庫
支

部
四

名
、
山

陰
支

部
一

名
お

よ
び

本
部

か
ら

来
賓

と
し

て
海

老
原

理
事

が
参

加
し

て
下

さ

い
ま

し
た

。
 

卒
業

生
名

簿
に

よ
り

ま
す

と
 

岡
山

出
身

Ｏ
Ｂ

は
お

よ
そ

二
百

二
十

名
で

す
が

、
県

外
で

働
い

て
い

る
方

も
多

く
、

県
内

在
住

Ｏ
Ｂ

の
 
実

数

は
掴

め
て

い
ま

せ
ん

。
ま

た
、
日

工
大

Ｏ
Ｂ

も
岡

山
に

工
友

会
（

旧
同

窓

会
）
支

部
が

あ
る

こ
と

を
ご

存
知

な
い

方
も

多
い

の
で

は
な

い
で

し
ょ

う

か
。
青

春
時

代
の

四
年

間
を

 
共

に
同

じ
学

舎
で

過
ご

し
た

岡
山

出
身

Ｏ

Ｂ
の

皆
様

、
工

友
会

岡
山

県
支

部
の

会
員

に
な

っ
て

い
た

だ
き

、
共

に
日

本
工

業
大

学
の

Ｏ
Ｂ

と
し

て
、

支
部

活
動

に
参

加
さ

れ
、
 
情

報
交

換
は

も
と

よ
り

、
旧

交
を

温
め

学
生

時
代

を
思

い
出

す
。

そ
ん

な
楽

し
い
 
時

間
を

共
有

し
ま

せ
ん

か
？

そ
ん

な
思

い
か

ら
Ｏ

Ｂ
有

志
が

集
っ

て
始

め

た
「

工
友

会
岡

山
県

支
部

」
へ

の
参

加
を

、
重

ね
て

お
願

い
申

し
上

げ
ま

す
。
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活
動
報
告

活
動
報
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①
役

員
会

の
開

催
（

年
３

回
→

津
山

・
岡

山
・

建
部

）
 

②
他

県
支

部
等

と
の

交
流
 

（
香

川
・
山

口
・
大

阪
兵

庫
・
山

陰
支

部
総

会
へ

の
参

加
、
後

援
会

東
西

中
国

支
部

と
山

陰
O
B
と

の
交

流
会

参
加

）
 

 ③
評

議
員

総
代

会
（

大
学

）
参

加
 

④
全

国
支

部
大

会
（

大
学

）
参

加
 

⑤
合

同
新

年
会

（
東

京
）

参
加
 

⑥
第

４
回

岡
山

県
支

部
総

会
（

サ
ン

タ
ケ

ベ
）

の
開

催
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玉

児
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部
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支
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会

工
友
会

工
友
会

工
友
会
Ｏ
Ｂ

Ｏ
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Ｏ
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Ｏ
Ｂ
合
同
懇
親
会

合
同
懇
親
会

合
同
懇
親
会

合
同
懇
親
会
）） ））
    
 

 
九

月
二

十
六

日
出

雲
市

で
開

催
さ

れ
た

。
懇

親
会

は
、
『

教
育

懇
談

会
』

の
前

夜
祭

と
し

て
、
開

催
地

の
工

友
会

と
後

援
会
（

Ｐ
Ｔ

Ａ
）
の

懇
親

を

目
的

と
し

、
併

せ
て

情
報

交
換
（

特
に

リ
ク

ル
ー

ト
情

報
）
を

行
う

こ
と

を
主

眼
と

し
て

い
る

。
工

友
会

関
係

で
は

、
山

陰
支

部
（

鳥
取

・
島

根
）

設
立

準
備

会
に

出
席

し
、
岡

山
県

支
部

設
立

経
緯

の
説

明
を

行
っ

た
。
本

年
二

月
六

日
に

、
め

で
た

く
設

立
総

会
が

開
催

さ
れ

、
國

富
（

Ａ
４

）
が

参
加

し
た

。
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活
動
報
告

活
動
報
告
②② ②②
（（ （（
全
国
支
部
大
会

全
国
支
部
大
会

全
国
支
部
大
会

全
国
支
部
大
会
）） ））
    
山
本

山
本

山
本
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十

一
月

二
日

～
三

日
、

Ａ
８

葛
原

氏
と

と
も

に
参

加
し

た
。

二
日

の

十
一

時
三

十
分

か
ら

、
学

友
会

館
で

昼
食

を
は

さ
ん

で
全

国
支

部
大

会
が

開
催

さ
れ

、
支

部
の

活
性

化
等

に
つ

い
て

活
発

な
議

論
が

交
わ

さ
れ

た
。

そ
の

後
、
大

学
祭

が
開

催
さ

れ
て

い
る

学
内

を
散

策
し

、
ホ

ー
ム

カ
ミ

ン

グ
デ

ー
に

も
参

加
し

た
。
夕

方
か

ら
学

内
で

懇
親

会
が
盛

大
に

行
わ

れ
た

。

夜
は

学
友

会
館

に
宿
泊

し
た

。
昭
和
五

十
一

年
に

卒
業

し
て

か
ら

二
回

目

の
訪
問

で
、
前

回
か

ら
二

十
五

年
ぶ

り
の
校

内
は

、
緑

が
多

く
落
ち
着

い

た
雰
囲
気

で
、
何

と
な

く
歴
史

を
感

じ
、
久

し
ぶ

り
に
感
傷

的
な
気
持
ち

に
な

っ
た

。
三

日
は

大
学

祭
を

楽
し

ん
だ

。
 

 
今

回
の

全
国

支
部

大
会

参
加

に
あ

た
り

、
工

友
会

本
部

に
大
変

お
世
話

に
な

っ
た

。
航
空
チ

ケ
ッ

ト
や
宿
泊

の
手
配

等
す
べ

て
行

っ
て

い
た

だ
い

た
。
深
謝

多
謝
 

           〈〈 〈〈
編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記
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総

会
は

四
回

目
を
迎
え

、
和
気

あ
い

あ
い

と
し

た
楽

し
い

時
間

で
し

た
。

で
き

れ
ば

も
っ

と
多

く
の

Ｏ
Ｂ

に
参

加
し

て
い

た
だ

き
た

い
。
 

久
し
ぶ

り
に

大
学

に
行

っ
て
み

た
い

と
お
考
え

の
Ｏ

Ｂ
諸
兄

、
事
務
局

ま
で

ご
連
絡

く
だ

さ
い

。
（

Ａ
６

山
本

）
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役員一覧（任期：平成 21年度より 2年） 

支部長：児玉 博文（A5） 

副支部長（南部）：葛原 英司（A8） 

副支部長（北部）：池田 京児（A4） 

会計：安藤 智之（A5） 

監査・広報：髙山 武三（A4） 

評議員：國富 實（A4）・福島 正浩（E8）

幹事：山本 柳市（E12）・岸本 泰三（A10）

   平井 一正（A6）・万殿 善美（M12）

顧問（前支部長）；松葉 昇（A3） 

事務局：小峪 修一（E６）・山本 豊（A6）

    岡山県立津山工業高等学校内 

                   Tel 0868-22-4174 

総会の様子 

懇親会での鏡割り 
和気あいあいな懇親会 

総会には本部

より海老原理

事をお迎えし、

大学・工友会の

現状・課題等に

ついてのお話

がありました。

児玉支部長 

第 4回総会記念撮影 


